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※
議
案
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
全
員
一
致
で
決
定
し

ま
し
た
。

◆
正
副
議
長
の
選
挙

休
憩
中
に
正
副
議
長
に

な
ろ
う
と
す
る
者
の
所
信

表
明
会
を
全
員
協
議
会
室

で
開
催
し
、
そ
の
後
、
議

場
に
お
い
て
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

・
議
長
選
挙

水
門
義
昭
議
員
…
22
票

無
効
票
…
…
…
…
２
票

・
副
議
長
選
挙

倉
田
博
之
議
員
…
22
票

無
効
票
…
…
…
…
２
票

◆
議
第
47
号
（
追
加
議
案
）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
（
議
選
）

北
村
征
男
議
員

◆
そ
の
他

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

の
選
任

基
盤
環
境
委
員
会

委
員
長

松
葉
晴
彦

副
委
員
長

中
筬
博
之

委

員

西
田

稔

渡
辺
甚
一

溝
端
甚
一
郎

水
門
義
昭

橋
本
正
彦

谷
澤
政
司

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

中
田
清
介

副
委
員
長

沼
津
光
夫

委

員

渡
辺
甚
一

中
筬
博
之

藤
江
久
子

牛
丸
尋
幸

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

藤
江
久
子

副
委
員
長

岩
垣
和
彦

委

員

伊
東
寿
充

西
田

稔

沼
津
光
夫

榎

隆
司

山
腰
恵
一

上
嶋
希
代
子

議

長

水
門
義
昭

副
議
長

倉
田
博
之

監
査
委
員

北
村
征
男

総
務
厚
生
委
員
会

委
員
長

車
戸
明
良

副
委
員
長

松
山
篤
夫

委

員

谷
村
昭
次

沼
津
光
夫

榎

隆
司

岩
垣
和
彦

藤
江
久
子

牛
丸
尋
幸

文
教
産
業
委
員
会

委
員
長

今
井
武
男

副
委
員
長

伊
東
寿
充

委

員

山
腰
恵
一

北
村
征
男

倉
田
博
之

上
嶋
希
代
子

木
本
新
一

中
田
清
介

・
常
任
委
員
会
正
副
委
員

長
の
互
選

・
広
報
広
聴
委
員
会
委
員

の
選
任

・
飛
驒
農
業
共
済
事
務
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

水
門
義
昭
議
員

今
井
武
男
議
員

・
古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ

ー
利
用
組
合
議
会
議
員

の
選
挙

倉
田
博
之
議
員

伊
東
寿
充
議
員

※
全
員
一
致
で
決
定

◆
議
第
44
号

高
山
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
に
つ
い
て

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
に
係
る
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
の

見
直
し
等
）

問
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
の
た
め
特
例
措
置

の
さ
ら
な
る
拡
大
の
考
え

は
。

答
税
収
確
保
の
観
点
か
ら

参
酌
基
準
を
適
用
し
た
。

◆
議
第
45
号

平
成
27
年
度
高
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
の
専
決
処
分
に

つ
い
て

（
地
方
交
付
税
等
の
確
定

に
伴
い
行
っ
た
専
決
処

分
で
、
財
政
調
整
基
金

に
９
億
円
を
積
立
す
る

も
の
等
）

問
基
金
を
社
会
保
障
の
充

実
に
使
っ
て
は
。

答
社
会
保
障
費
の
充
実
に

限
っ
て
使
っ
て
い
く
方
向

性
は
な
い
が
、
市
民
福
祉

の
向
上
の
観
点
か
ら
必
要

な
施
策
を
考
え
て
い
く
。
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5月臨時会の報告

平
成
２８
年

５
月
臨
時
会
の
報
告

平
成
28
年
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
11
日
に
開
催
さ

れ
、
市
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
高
山
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
な
ど
４
件
の
議
案
を
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
正
副
議
長
選
挙
の
ほ
か
常
任
委
員
会
の
正
副

委
員
長
互
選
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び
広
報
広
聴
委
員

会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
山
市
議
会
議
員

役
員
・
委
員
会
等
所
属
一
覧



私の願いは、この高山の街で生まれ育ったり、移り住んで育ったこと、
この街で生活していることに誇りを持ち、街や人を愛し、生涯にわたって
安全安心に暮らせるという、住みごこち№ 1 の高山にすることです。

次の世代を担ってくれる子ども達に、この街の伝統と文化によって心も
身体も健やかに、豊に育むことができること。そして、「みんなに夢を」、「み
んなの夢を」を大事にしたいと思っています。

この街はみんなの力でずっと繁栄することが出来る、そんな街なのです。
そんな想いの中、このたびの臨時議会において高山市議会議長を拝命致

しました。歴史と伝統のある高山市議会での議長就任には責任の重さを感
じております。

現在、市にはさまざまな課題がありますが、その課題解決に全力で取り
組み、二元代表制の一翼を担う議会としての責任を果たしてまいります。

そのためには、副議長や各議員、各委員会の委員長とコミュニケーショ
ンを充分にとり、議会のあるべき姿である、広大な市域におけるまちづく
りの責任ある意思決定機関として、市民の負託に応えるべく、議員相互の
議論を深めて合意形成を図り、わかりやすく開かれた議会を求めていく所
存でございます。

どうか今後とも高山市議会へのご支援をお願い申し上げます。

議会が行うべき「責任ある決定」のための大切なプロセスとして、議員
間の議論や意見交換があります。これらはより良い決定のための重要な要
素です。

議員はみな違うバックボーンを持ち、違うスタンスで議会に集まってい
ます。当然、個々の考えや感性は異なり、視点も違います。性別や年齢、
生まれ育った環境も別々ですから発する言葉も違って当然です。

だからこそ、その多様な個々が市民の負託を得た議員として集まって話
し合い、一個の結論としての「議会の決定」を生み出すことが重要な意味
を持つのです。それゆえに議会は、二元代表制の一翼を担う機関として位
置づけられるのだと確信しています。

合議は議会存立意義の根幹と心得て、大切にしていきます。
興された議論と議会外の意見をも踏まえつつ、議会としての数多の最終

決断を行うのは議長の重大な使命です。
議長が市民にとってのより良い判断を速やかに適切に行うため、その環

境を整えることは副議長の役割だと考えます。しっかり気構え、担ってい
く決意です。

市政発展は市民の安心と信頼の上に成り立ちます。議会の充実はこれに
資するものだと信じて止みません。

議長の抱負

副議長の抱負

高山市議会では、市民にわかりやすく開かれた議会
をめざして、正副議長選挙の際は、正副議長になろう
とする者が、議会運営について自らの考えを表明する
所信表明会を行っています。

今回は、議長選挙では水門義昭議員が、副議長選挙
では、倉田博之議員が所信表明を行いました。
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5月臨時会の報告

水門 義昭  議長

倉田 博之  副議長

所信表明会 を実 施
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報
第
４
号
か
ら
報
第
８

号
ま
で
の
報
告
案
件
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
上
程
さ
れ
た
議

第
48
号
か
ら
第
56
号
ま
で

の
議
案
を
質
疑
の
後
、
各

委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

（
各
議
案
に
つ
い
て
は
Ｐ
６

参
照
）

一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。（
Ｐ
７
～
11
参
照
）

ま
た
14
日
に
議
第
58
号

及
び
議
第
59
号
が
追
加
上

程
さ
れ
、
各
委
員
会
に
付

託
し
ま
し
た
。（
Ｐ
12
参
照
）

主
な
内
容

◆
議
第
48
号

高
山
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ

り
医
療
費
控
除
の
特
例
の

創
設
、
軽
自
動
車
税
に
お

け
る
環
境
性
能
割
の
創
設

な
ど
）

【
論
点
①
】
新
た
に
創
設
さ

れ
る
（
処
方
箋
が
な
く
て

も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
医
薬
品
）、
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
控
除
の
市

民
等
へ
の
周
知

◦
市
民
に
対
し
て
は
、
次

回
の
確
定
申
告
の
際
に

チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、

広
報
等
で
周
知
に
努
め

る
。

◦
市
民
が
医
薬
品
を
購
入

す
る
際
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
か
ど
う
か

が
わ
か
る
よ
う
な
表
示

等
に
つ
い
て
は
、
今
後

薬
局
等
へ
周
知
を
進
め

る
中
で
整
備
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

【
論
点
②
】
軽
自
動
車
税
に

お
け
る
環
境
性
能
割
の
創

設
等
に
関
し
て
、
負
担
の

増
え
る
市
民
へ
の
支
援
策

◦
税
制
と
い
う
制
度
の
中

で
特
段
の
支
援
は
考
え

て
い
な
い
。
公
共
交
通

体
系
や
市
民
の
移
動
手

段
の
確
保
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
議
論
の
中
で

検
討
さ
れ
る
も
の
。

◆
議
第
50
号

高
山
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
い
、
基
礎
賦

課
限
度
額
及
び
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
賦
課
限
度
額

を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
引

き
上
げ
る
見
直
し
や
、
保

険
料
軽
減
判
定
所
得
を
引

き
上
げ
る
よ
う
改
正
す
る

も
の
）

【
論
点
】
賦
課
限
度
額
や
軽

減
判
定
所
得
の
改
正
に
よ

る
影
響
額

◦
賦
課
限
度
額
の
改
正
に

よ
り
、
保
険
料
と
し
て

は
約
１
，１
５
０
万
円

増
額
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

◦
軽
減
判
定
所
得
の
改
正

に
よ
り
、
保
険
料
と
し

て
は
５
割
軽
減
で
約
２

５
０
万
円
、
２
割
軽
減

で
約
50
万
円
減
額
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

※
起
立
採
決
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

◆
議
第
53
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２
台
を

購
入
す
る
も
の
）

【
論
点
①
】
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
更
新
の
考
え
方

◦
対
象
車
両
は
、
走
行
距

離
20
万
キ
ロ
を
超
え
て

お
り
、
購
入
後
10
年
以

上
経
過
し
て
い
る
た
め
、

更
新
基
準
を
満
た
し
て

い
る
。

【
論
点
②
】
車
両
の
選
定

◦
車
両
の
乗
車
定
員
に
つ

い
て
、
現
在
の
各
路
線

の
最
大
乗
車
人
数

清

見
江
黒
線
48
名
、
丹
生

川
柏
原
線
31
名
を
考
慮

し
選
定
し
た
。

【
論
点
③
】
入
札
の
経
緯

◦
入
札
は
、
指
名
競
争
入

札
で
行
い
、
公
平
公
正

な
入
札
の
た
め
、
バ
ス

を
登
録
し
て
い
る
業
者

の
中
か
ら
市
内
に
本
店

支
店
を
有
す
る
18
社
す

べ
て
を
指
名
し
、
う
ち

４
社
が
応
札
し
た
。

◆
議
第
54
号
及
び
議
第
55

号財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２

台
と
高
規
格
救
急
車
１

台
な
ど
を
購
入
す
る
も

の
）

【
論
点
①
】
入
札
の
経
緯

◦
入
札
は
、
指
名
競
争
入

札
で
行
い
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
で
は
、
17
社

を
指
名
し
、
６
社
が
応

札
。

高
規
格
救
急
車
で
は
、

11
社
を
指
名
し
、
１
社

が
応
札
。

救
命
処
置
用
資
器
材
で

は
、
11
社
を
指
名
し
、

２
社
が
応
札
し
た
。

◦
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に

つ
い
て
は
、
同
じ
車
両

で
あ
る
た
め
２
台
一
括

で
入
札
と
し
、
高
規
格

救
急
車
に
つ
い
て
は
、

薬
事
法
の
関
係
か
ら
救

命
処
置
用
資
器
材
は
別
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６
月
３
日 

本
会
議

６
月
10・13・14
日

一
般
質
問

６
月
16
日

総
務
厚
生
委
員
会

６
月
17
日

文
教
産
業
委
員
会

６
月
20
日

基
盤
環
境
委
員
会

平
成
２８
年

６
月
定
例
会
の
報
告

平
成
28
年
６
月
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら
22
日
ま
で

の
20
日
間
開
催
さ
れ
、
高
山
市
新
火
葬
場
建
設
検
討
委

員
会
設
置
条
例
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
な
ど
の
購
入
な
ど
17
件
の
議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
案
件
「
奨
学
金
制
度
の
充
実
等
を

求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
ま
し
た
。



入
札
と
し
た
。

【
論
点
②
】
車
両
の
更
新
等

の
考
え
方

◦
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は

日
本
消
防
検
定
協
会
が

承
認
し
た
型
式
と
し
て

い
る
。

◦
納
車
時
期
に
つ
い
て
は
、

11
月
30
日
を
予
定
し
て

お
り
、
現
在
使
用
し
て

い
る
車
両
は
車
検
の
有

効
期
間
が
満
了
す
る
が
、

納
車
ま
で
の
期
間
は
保

有
し
て
い
る
他
の
車
両

で
対
応
が
可
能
で
あ
る

た
め
問
題
は
な
い
。

【
論
点
③
】
白
川
出
張
所
へ

の
高
規
格
救
急
車
配
備
に

伴
う
白
川
村
の
負
担

◦
取
得
費
用
の
全
額
を
白

川
村
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

◆
議
第
59
号

平
成
28
年
度
高
山
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

他
（
Ｐ
12
参
照
）

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
の
後
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

議
第
50
号
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
は

全
員
一
致
で
可
決
、
同
意

し
ま
し
た
。

◆
議
第
57
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

次
の
方
を
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
同
意
し
ま
し
た
。

高
根
町
阿
多
野
郷

森も
り

本も
と

喜き

久く

男お

さ
ん

◆
発
議
第
３
号

議
員
よ
り
「
奨
学
金
制

度
の
充
実
等
を
求
め
る
意

見
書
」
が
提
案
さ
れ
、
全

員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

同型の高規格救急車

議 員 発 議

奨学金制度の充実等を求める意見書
我が国は、憲法や教育基本法の理念に基づき、独立行政法人日本学生支援機構を設置し、学生を支

援するべく奨学金事業を遂行している。現在、１８歳以上の過半数が大学等に進学しており、その大
学等進学者の約半数が同機構の奨学金制度を利用してきたことは、憲法に規定する「その能力に応じ
てひとしく教育を受ける権利」を保障してきたものである。

高山市でも高等学校卒業生の約７割が大学等へ進学のため市外・県外に居住し、多くが親元を離れ
て二重生活をおこなっている。世帯収入が減少するなかで授業料に加えて住居費や生活費など教育を
受けるための負担が地方で特に重く圧し掛かることから、学生の多くが奨学金制度を利用している。

近年、奨学金の貸与者数および貸与金額が増加する一方で、学生の就職難や非正規労働の増加など
から、卒業後も奨学金の返還が出来ずに生活に苦しんでいる若者が急増し社会問題となっている。

よって、国におかれては、意欲と能力のある若者が家庭や地域事情にかかわらず、安心して学べる
よう、新たな給付型奨学金を創設するなど奨学金
制度の充実を図ること、また、卒業後に安定した
就職ができるよう環境整備に取り組まれるよう強
く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書
を提出する。

平成２８年６月２２日
高 山 市 議 会

６月定例会において、下記のとおりの意見書を全員一致で可決し、内閣総理大臣を
はじめ、衆議院議長、参議院議長等に提出しました。
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市長提出議案
６月定例会に上程された議案及び議決結果は次のとおりです。

６月定例会 上程議案一覧表

議案番号 件 名 付託委員会 議決結果

議第48号 高山市議会議員及び高山市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営
に関する条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第49号 高山市税条例等の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第50号 高山市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第51号 高山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について 総務厚生 原案可決

議第52号 財産の取得について（情報セキュリティ強化対策機器等） 総務厚生 原案可決

議第53号 財産の取得について（スクールバス） 文教産業 原案可決

議第54号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 基盤環境 原案可決

議第55号 財産の取得について（高規格救急車等） 基盤環境 原案可決

議第56号 平成28年度高山市水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算特別 原案可決

議第57号 人権擁護委員候補者の推薦について ― 同 意

議第58号 高山市新火葬場建設検討委員会設置条例について 総務厚生 原案可決

議第59号 平成28年度高山市一般会計補正予算（第１号） 予算決算特別 原案可決

６月定例会の議案賛否一覧
６月定例会の提出議案における各議員の賛否は次のとおりです。

※「○」は賛成、「●」は反対。水門議長は採決に加わりません。

報告
議案番号 件 名 上 程 日 議決結果
報第４号 継続費繰越計算書（一般会計）について 初 日 報告終了

報第５号 繰越明許費繰越計算書（一般会計）について 初 日 報告終了

報第６号 繰越明許費繰越計算書（農業集落排水事業特別会計）について 初 日 報告終了

報第７号 事故繰越し繰越計算書（一般会計）について 初 日 報告終了

報第８号 繰越計算書（水道事業会計）について 初 日 報告終了

伊
東

寿
充

谷
村

昭
次

西
田

稔

沼
津

光
夫

榎

隆
司

山
腰

恵
一

渡
辺

甚
一

北
村

征
男

岩
垣

和
彦

中
筬

博
之

倉
田

博
之

松
山

篤
夫

上
嶋
希
代
子

車
戸

明
良

松
葉

晴
彦

木
本

新
一

溝
端
甚
一
郎

水
門

義
昭

橋
本

正
彦

中
田

清
介

藤
江

久
子

谷
澤

政
司

今
井

武
男

牛
丸

尋
幸

議第48・49号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第51〜59号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
議案番号 件 名 上 程 日 議決結果

発議第３号 奨学金制度の充実等を求める意見書 最 終 日 原案可決

高山市議会ぎかいだより�第24号 6

6月定例会の報告

1



「
も
っ
た
い
な
い
」の

精
神
を
広
げ
よ
う

市
民
へ
！

【
答
】そ
の
地
域
に
高
齢
者

世
帯
が
多
い
事
や
支
援
者

が
身
近
に
い
な
い
事
が
上

げ
ら
れ
る
。
引
き
続
き
町

内
会
・
班
の
協
力
を
得
な

が
ら
取
り
組
む
。

食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食

べ
ら
れ
る
状
態
の
食
品
が

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
事

【
問
】市
内
に
お
け
る
食
品

ロ
ス
の
現
状
把
握
は
。

【
答
】国
内
の
廃
棄
物
に
含

ま
れ
る
食
品
ロ
ス
推
計
値

を
参
考
に
す
る
と
１
８
０

０
ト
ン
が
食
品
ロ
ス
と
な

り
、
家
庭
ご
み
か
ら
１
日

あ
た
り
５
ト
ン
の
食
品
ロ

ス
が
含
ま
れ
る
。

【
問
】食
品
ロ
ス
の
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
が
重
要

と
考
え
る
が
。

【
答
】意
識
を
高
め
る
取
り

組
み
を
各
課
と
検
討
す
る
。

【
問
】熊
本
地
震
を
教
訓
と

し
て
防
災
対
策
の
見
直
し

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】必
要
な
対
策
や
課
題

を
ま
と
め
、
そ
の
検
証
結

果
を
踏
ま
え
地
域
防
災
計

画
を
見
直
す
。

【
問
】大
規
模
災
害
時
の
支

援
物
資
受
け
入
れ
体
制
と

各
避
難
所
へ
の
分
配
を
ど

う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
い
る
か
。

【
答
】12
の
指
定
集
積
施
設

の
被
災
状
況
や
道
路
状
況

を
勘
案
し
選
定
、
職
員
の

食
糧
物
資
供
給
班
と
防
災

関
係
機
関
と
の
協
力
で
供

給
体
制
を
取
る
。

【
問
】災
害
時
要
支
援
登
録

者
の
３
分
の
１（
６
０
０
人

～
７
０
０
人
）の
支
援
体
制

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

何
が
課
題
か
。

熊
本
地
震
を
ふ
ま
え
た

防
災
に
つ
い
て

６月10日、13日、14日の３日間、13人の議員が市政全般について質問しました。
６月10日㈮ ６月13日㈪ ６月14日㈫

※本会議などの様子は、市議会のホームページ・ヒットネットTVでご覧いただけます。
（インターネットでは、当日の生中継のほか録画配信により、いつでも閲覧することができます。）

http://www.city.takayama.lg.jp/gikai/1002453/1004843/1002465.html

國島市長に問う!!
一 般 質 問

議 員 名 掲載ページ

1 山 腰 恵 一 7

2 中 筬 博 之 8

3 松 山 篤 夫 8

4 谷 澤 政 司 8

5 岩 垣 和 彦 9

6 上 嶋 希代子 9

議 員 名 掲載ページ

1 牛 丸 尋 幸 9

2 沼 津 光 夫 10

3 榎 隆 司 10

4 溝 端 甚一郎 10

5 今 井 武 男 11

議 員 名 掲載ページ

1 谷 村 昭 次 11

2 西 田 稔 11

山腰 恵一 議員

食
品
ロ
ス
の削減

に
つ
い
て
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次
期
短
期
計
画
に
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
予
断
を

待
た
ず
に
検
証
を
行
う
と

伺
っ
て
い
る
。

大
八
賀
川
の
治
水
対
策

は
、
ダ
ム
建
設
が
最
も
効

果
的
な
整
備
で
あ
る
の
で

県
へ
要
望
す
る
。

【
問
】西
小
学
校
、
総
和
保

育
園
の
南
側
道
路
。
斐
太

高
校
前
の
合
崎
橋
か
ら
県

道
交
差
点
ま
で
。
速
度
を

上
げ
て
走
る
車
両
が
多
い
。

通
学
生
の
安
全
対
策
を
。

【
答
】道
路
標
示
や
看
板
設

置
な
ど
、
県
公
安
委
員
会

と
相
談
し
て
早
期
に
取
り

組
む
。

【
問
】西
小
学
校
プ
ー
ル
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
亀
裂

あ
り
緊
急
に
安
全
対
策
を
。

【
答
】プ
ー
ル
の
延
長
約
50

メ
ー
ト
ル
の
壁
を
撤
去
し

改
修
工
事
を
行
う
。

高
山
市
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
へ
思
い
や
り
を

【
問
】名
古
屋
、
大
阪
、
金

沢
か
ら
の
利
便
性
が
良
い
。

白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
を
活
用
し
誘
客
活
動
を
。

荘
川
町
か
ら
の
登
山
道

開
設
を
。

【
答
】荘
川
を
出
入
り
口
と

し
た
周
遊
型
の
観
光
Ｐ
Ｒ

及
び
広
域
的
誘
客
に
一
層

努
め
る
。

登
山
道
の
整
備
は
、
地

域
の
思
い
を
確
認
し
必
要

性
や
方
向
性
を
見
極
め
た

い
。

【
問
】大
島
ダ
ム
の
建
設
は

30
年
前
か
ら
進
ま
な
い
。

国
の
ダ
ム
検
証
の
対
象
に

な
っ
た
が
進
捗
状
況
は
。

【
答
】
県
で
は「
宮
川
流
域

に
お
け
る
総
合
的
な
治
水

対
策
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
、

荘
川
町
住
民
か
ら
要
望

日
々
の
備
え
が

最
良
の
危
機
管
理

【
問
】高
山
市
は
観
光
が
主

要
な
産
業
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
が
、
大
規
模
災
害

に
よ
り
観
光
資
源
が
滅
失

し
た
場
合
、
経
済
を
ど
の

よ
う
に
再
建
す
る
の
か
。

【
答
】
農
林
畜
産
業
な
ど
、

様
々
な
分
野
に
お
け
る「
飛

驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立

を
行
う
こ
と
も
地
域
経
済

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

【
問
】白
山
エ
コ
パ
ー
ク
の

拡
張
登
録
決
定
と
「
飛
驒

匠
の
技
・
こ
こ
ろ
―
木
と

と
も
に
今
に
引
き
継
ぐ
１

３
０
０
年
―
」
の
日
本
遺

産
登
録
が
認
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
二
つ
の
地
域
資
源
を

ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ
て

誘
客
に
つ
な
げ
る
の
か
。

【
答
】こ
れ
ら
の
地
域
資
源

が
歴
史
・
文
化
に
根
ざ
し

た
地
域
の
人
々
の
継
続
的

な
営
み
に
支
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
は
市
民
全
体
に

と
っ
て
の
財
産
で
あ
り
、

誇
り
で
あ
る
。
新
た
な
魅

力
と
し
て
発
信
し
誘
客
に

取
り
組
む
。

【
問
】｢

飛
驒
牛
革
の
ラ
ン

ド
セ
ル｣

を
飛
驒
高
山
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
育
て
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
は
。

【
答
】飛
驒
牛
そ
の
も
の
と

は
別
に
、
付
加
価
値
の
あ

る
商
品
と
し
て
の
魅
力
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。様
々

な
機
会
を
捉
え
て
Ｐ
Ｒ
し

た
い
。

大
規
模
災
害
に
対
す
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

や
さ
し
い
行
政
と
は

拒
絶
型
で
な
く
提
案
型

い
な
い
の
で
は
。

【
答
】利
用
者
の
立
場
に
立

ち
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
。

【
問
】透
析
患
者
の
通
院
手

段
の
確
保
や
、
自
己
負
担

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

は
さ
れ
た
の
か
。

【
答
】現
状
把
握
に
時
間
を

要
し
た
が
、
で
き
る
だ
け

早
く
検
討
を
進
め
る
。

【
問
】性
的
少
数
者
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

の
解
消
を
目
指
し
た
啓
発

に
取
り
組
む
考
え
は
。

【
答
】人
権
だ
よ
り
等
で
意

識
啓
発
に
努
め
た
い
。

【
問
】ハ
ー
ド
面
中
心
に
構

成
さ
れ
て
い
る
誰
に
も
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
検
証
が
必
要
で
は
。

【
答
】条
例
施
行
か
ら
10
年

経
過
し
て
、
推
進
会
議
の

中
で
も
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
誰
に
も
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
指
針
の
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】計
画
策
定
の
前
提
と

し
て
、あ
る
べ
き
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
、
公
共
資
産

の
適
正
値
・
適
正
量
の
議

論
が
不
可
欠
で
は
。

【
答
】公
共
施
設
の
量
的
・

質
的
見
直
し
は
必
要
で
、

市
民
と
情
報
共
有
し
十
分

に
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

【
問
】手
遅
れ
・
手
戻
り
に

な
ら
な
い
よ
う
、
公
共
施

設
の
適
正
配
置
・
再
配
置

の
検
討
が
必
要
で
は
。

【
答
】適
正
配
置
・
再
配
置

の
方
向
性
を
示
す
必
要
は

あ
る
が
、
立
地
適
正
化
計

画
は
慎
重
に
検
討
す
る
。

【
問
】本
庁
駐
車
場
の
車
イ

ス
専
用
区
画
は
、
雨
天
や

降
雪
時
の
対
応
に
な
っ
て

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定

誰
に
も
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

地
場
産
品
の

販
売
戦
略
に
つ
い
て

子
ど
も
の
安
全
対
策
を

中筬 博之 議員

谷澤 政司 議員

松山 篤夫 議員

観
光
政
策
に
つ
い
て

大
島
ダ
ム
下
流
域
の
大
八

地
区
住
民
の
安
全
対
策
を
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【
問
】消
費
税
８
％
の
う
ち

１
・
７
％
分
が
地
方
消
費

税
と
し
て
、
市
町
村
に
交

付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
の
０
・
７
％
分
の
使
途

に
つ
い
て
社
会
保
障
施
策

の
経
費
に
充
て
る
も
の
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
高
山

市
の
地
方
消
費
税
の
額
は
。

【
答
】社
会
保
障
財
源
分
の

額
は
、
平
成
26
年
度
が
１

憶
７
，４
９
９
万
２
千
円
、

平
成
27
年
度
が
７
億
１
，０

７
０
万
１
千
円
、
平
成
28

年
度
予
算
が
６
億
４
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】地
方
消
費
税
交
付
金

は
、
国
保
料
の
軽
減
、
介

護
保
険
料
の
軽
減
、
子
ど

も
医
療
費
、
学
校
給
食
費
、

福
祉
金
庫
、
福
祉
灯
油
の

施
策
に
使
え
る
か
。

【
答
】大
き
な
く
く
り
の
中

で
は
、
そ
の
対
象
に
な
る

と
考
え
る
が
、
実
施
に
は

精
査
が
必
要
。

【
問
】子
ど
も
の
貧
困
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
貧
困
と
格
差
の
広

が
る
中
で
、
子
ど
も
達
を

め
ぐ
る
食
事
の
格
差
、
健

康
の
格
差
、
学
力
の
格
差

な
ど
が
広
が
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
な
支
援
が
必
要

だ
。
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
に
対
す
る
助
成
制

度
が
全
国
で
広
が
り
、
無

償
化
し
た
自
治
体
は
45
に

な
っ
て
い
る
。
県
内
で
は

岐
南
町
で
無
償
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
岐
阜
市
、
美

濃
市
、
本
巣
市
な
ど
で
も

何
ら
か
の
助
成
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。
高
山
市
の

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

担
は
、
年
間
３
億
５
千
万

円
。
地
方
消
費
税
交
付
金

を
繰
り
入
れ
て
、
保
護
者

負
担
の
半
額
助
成
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】考
え
て
い
な
い
。

地
方
消
費
税
交
付
金
で

国
保・介
護
の
負
担
軽
減

学
校
給
食
費
の
助
成
を

住
民
も
納
得
の

市
長
の
出
張
に

【
問
】市
長
の
出
張
は
、
ど

こ
へ
行
き
、
そ
の
出
張
の

成
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

【
答
】昨
年
４
月
か
ら
今
年

３
月
ま
で
の
海
外
出
張
は

42
日
間
、
国
内
出
張
は
１

０
４
日
間
と
な
っ
て
い
る
。

海
外
出
張
は
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
で
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
交
流
を
深

め
て
い
る
。

【
問
】市
政
運
営
に
支
障
は

な
い
の
か
。

【
答
】国
内
出
張
の
約
半
分

は
日
帰
り
出
張
で
、
決
裁

事
務
を
含
め
て
私
自
身
が

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
業
務
に
つ
い
て
は
支
障

な
く
行
っ
て
い
る
。

【
問
】避
難
所
と
食
事
の
供

給
体
制
は
確
保
さ
れ
て
い

る
の
か
。

【
答
】指
定
避
難
所
は
93
施

設
、
約
５
万
３
千
人
を
収

容
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
。
３
日
分
の
６
万
食
の

備
蓄
を
し
て
い
る
。

【
問
】冬
の
暖
房
と
自
家
発

電
装
置
の
現
状
と
今
後
の

方
針
は
。

【
答
】避
難
所
指
定
校
の
小

中
学
校
26
校
中
16
校
に
太

陽
光
発
電
装
置
な
ど
を
設

置
し
て
い
る
。
災
害
備
蓄

品
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】防
災
ラ
ジ
オ
の
全
戸

無
料
配
布
の
考
え
は
。

【
答
】料
金
を
負
担
し
て
ラ

ジ
オ
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
と
の
公
平
性
を
ど
う
保

つ
か
、
情
報
伝
達
手
段
の

多
様
化
に
伴
い
、
複
数
の

伝
達
手
段
を
用
意
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
防
災

ラ
ジ
オ
全
戸
無
料
配
布
は

考
え
て
い
な
い
。

市
民
の
貧
困
対
策
と

若
者
へ
の総

合
政
策
を
！

【
問
】貧
困
や
格
差
が
指
摘

さ
れ
る
。
受
給
年
金
の
減

少
、
独
居
高
齢
者
の
増
加
、

非
正
規
雇
用
の
拡
大
で
子

ど
も
の
貧
困
や
非
婚
化
に

よ
る
独
身
者
の
増
加
、
更

に
一
人
親
家
庭
な
ど
、
市

内
で
も
多
様
な
実
態
が
あ

る
中
で
貧
困
化
の
様
相
を

感
じ
る
。
そ
こ
で
市
民
所

得
の
実
態
お
よ
び「
下
流
老

人
」へ
の
対
策
は
。

【
答
】市
民
所
得
の
実
態
は
、

一
人
当
り
平
成
23
年
約
２

５
３
万
円
、
平
成
25
年
２

５
７
万
円
。
ま
た
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
は
平
成

23
年
度
７
８
６
人
、
平
成

27
年
度
７
４
６
人
。

格
差
や
貧
困
は
、
調
査

を
含
め
内
部
協
議
の
た
め

に
時
間
が
必
要
。
な
お
、

高
齢
者
等
の
生
活
保
護
受

給
者
世
帯
は
平
成
23
年
１

２
５
世
帯
、
平
成
27
年
１

４
９
世
帯
に
増
加
。
今
後
、

真
剣
に
調
査
お
よ
び
対
策

に
取
り
組
む
。

【
問
】若
者
の
不
安
定
雇
用
、

低
賃
金
に
よ
る
下
流
化
や

非
婚
化
が
進
み
、
独
居
高

齢
者
予
備
軍
を
若
者
世
代

が
担
う
皮
肉
な
状
況
。
さ

ら
に
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー

ト
な
ど
社
会
的
不
利
や
困

難
を
抱
え
る
若
者
が
増
加

す
る
中
で
若
者
へ
の
総
合

政
策
が
必
要
な
時
代
と
考

え
る
が
見
解
は
。

【
答
】若
者
の
育
成
は
市
の

責
任
。引
き
こ
も
り
や
ニ
ー

ト
な
ど
は
関
係
団
体
・
機

関
と
連
携
し
共
通
認
識
の

も
と
支
援
が
必
要
。
社
会

的
参
加
や
職
業
訓
練
等
な

ど
県
を
始
め
各
種
団
体
で

個
人
の
意
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
適
切
に
対
応
す
る
。

役
所
内
部
で
も
各
施
策
を

総
合
的
に
取
り
組
む
。

岩垣 和彦 議員

上嶋 希代子 議員

熊
本
地
震
災
害
の

教
訓
に
つ
い
て

牛丸 尋幸 議員
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【
問
】ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
傍
聴
は
出
来
る
の
か
。

【
答
】規
約
に
お
い
て
、
総

会
、理
事
会
、役
員
会
な
ど
、

会
議
は
原
則
公
開
で
あ
る
。

傍
聴
に
つ
い
て
の
周
知
方

法
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
町
内
会
加
入
者
は
、

市
全
体
で
約
69
％
、
旧
市

内
は
64
％
で
あ
る
。
町
内

会
に
魅
力
が
な
い
、
単
身

赴
任
だ
か
ら
、
地
域
の
付

き
合
い
が
わ
ず
ら
わ
し
い

等
々
の
理
由
が
あ
る
。
市

と
し
て
の
加
入
対
策
は
。

【
答
】広
報
で
の
啓
発
や
市

民
課
窓
口
等
で
の
加
入
促

進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
。
町
内
会
連
絡
協
議
会

な
ど
に
お
い
て
は
、加
入
促

進
に
つ
い
て
研
究
す
る
部

会
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

日
々
の
精
進
か
ら

溝端 甚一郎 議員

【
問
】均
等
割
60
％
、
人
口

割
30
％
、
面
積
割
10
％
の

配
分
は
適
正
か
。

【
答
】現
段
階
で
は
適
正
と

考
え
る
が
、
常
に
そ
の
検

証
は
必
要
で
あ
る
。

【
問
】面
積
割
は
必
要
か
。

【
答
】面
積
の
広
い
地
域
で

は
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
バ
ス

の
巡
回
や
草
刈
り
な
ど
の

環
境
整
備
の
経
費
が
か
さ

む
こ
と
か
ら
適
切
と
判
断

し
て
い
る
。

【
問
】ま
ち
づ
く
り
広
報
は

全
戸
へ
配
布
さ
れ
て
い
る

の
か
。

【
答
】全
20
地
区
で
発
行
さ

れ
て
お
り
、
回
数
は
一
様

で
は
な
い
が
殆
ん
ど
の
地

区
で
全
戸
配
布
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
支
援
金
の

配
分
方
法
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
情
報
の

開
示
に
つ
い
て

学
校
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り

【
問
】放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
子

ど
も
達
の
放
課
後
の
居
場

所
を
確
保
す
る
と
同
時
に

異
年
齢
交
流
が
出
来
る
場

所
を
確
保
す
る
考
え
は
。

【
答
】放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

だ
け
が
放
課
後
の
子
ど
も

の
居
場
所
で
は
な
く
、
保

護
者
が
家
に
い
る
・
い
な

い
に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
が
過
ご
せ
る
場
所
が

必
要
で
あ
る
。
実
現
に
向

け
、福
祉
部
・
市
民
活
動
部
・

教
育
委
員
会
か
ら
な
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
。
今
後
、
具
体
的
な
方

法
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
や
子
ど

も
な
ど
、
異
年
齢
の
交
流

は
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

各
地
域
に
お
い
て
、
実
情

に
応
じ
た
取
り
組
み
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】除
雪
・
修
理
に
つ
い

て
同
じ
税
金
を
支
払
っ
て

い
る
の
に
未
対
応
で
あ
る
、

市
道
認
定
し
市
の
管
理
と

で
き
な
い
か
。

【
答
】条
例
や
規
則
に
規
定

す
る
幅
員
や
勾
配
な
ど
の

構
造
要
件
と
、
公
共
の
た

め
に
必
要
な
道
路
で
あ
る

な
ど
の
位
置
要
件
を
満
た

し
た
道
路
は
市
道
と
し
て

認
定
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。私

道
の
除
雪
に
つ
い
て

は
、
市
が
危
険
と
判
断
し

た
場
合
は
、
除
雪
を
行
う

場
合
が
あ
る
。

危
機
管
理
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー

【
問
】道
路
や
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
活
断
層

に
よ
る
地
震
被
害
に
よ
り

途
絶
し
た
場
合
の
対
応
は
。

【
答
】ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
に
つ
い
て
は
、
被
害
の

大
き
さ
に
よ
っ
て
優
先
度

を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
道
路
な
ら
緊
急

輸
送
道
路
を
は
じ
め
と
す

る
幹
線
道
路
、
水
道
で
あ

れ
ば
基
幹
管
路
な
ど
、
そ

の
重
要
度
に
よ
っ
て
優
先

的
に
行
う
。

【
問
】こ
れ
ま
で
は
中
心
市

街
地
の
市
道
を
重
点
的
に

整
備
し
て
き
た
が
、
今
後

の
展
開
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

【
答
】新
た
な
整
備
方
針
に

つ
い
て
は
、
区
域
内
の
整

備
に
つ
い
て
完
了
の
目
処

が
立
っ
た
後
、
検
討
す
る
。

【
問
】支
所
庁
舎
を
は
じ
め
、

学
校
や
保
育
園
、
指
定
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
建
物
、

橋
梁
の
現
在
の
耐
震
対
応

の
状
況
と
対
応
は
。

【
答
】久
々
野
支
所
と
高
根

支
所
を
除
き
耐
震
化
し
て

お
り
、
久
々
野
支
所
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
整

備
に
よ
っ
て
耐
震
化
。
高

根
支
所
も
今
後
耐
震
化
す

る
予
定
。

小
中
学
校
は
す
べ
て
耐

震
化
し
て
い
る
。
指
定
避

難
所
93
施
設
の
内
、
９
施

設
は
耐
震
化
し
て
い
な
い
。

耐
震
化
の
対
象
と
し
て

い
る
橋
梁
１
０
７
橋
の
内
、

76
橋
が
完
了
、
残
る
31
橋

に
つ
い
て
も
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

順
次
実
施
す
る
。

熊
本
地
震
規
模
の
災
害

に
対
応
で
き
る
危
機
管

理
に
つ
い
て

沼津 光夫 議員

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

榎  隆司 議員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

留
ま
ら
な
い
子
ど
も
の

居
場
所
確
保
に
つ
い
て

私
道
を
市
道
認
定
し
て

市
の
管
理
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て

町
内
会
未
加
入
者
に
対

す
る
対
策
方
法
は
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「
夜
」の
ま
ち
に
に
ぎ
わ

い
と
地
域
福
祉
で
の
支

え
合
い
の
有
り
方
は

災
害
発
生
！

早
期
避
難
で
自
分
の
命

は
自
分
で
守
ろ
う
！

【
問
】早
期
自
主
避
難
に
対

応
で
き
る
一
時
避
難
所
開

設
の
考
え
は
。

【
答
】一
時
避
難
所
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
所
有
者
と

地
域
の
皆
様
と
の
間
で
、

施
設
の
カ
ギ
の
保
管
方
法
、

施
錠
・
解
錠
の
方
法
、
利

用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
し
て
い
た

だ
き
、両
者
の
合
意
に
よ
っ

て
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

一
時
避
難
所
の
指
定
に

あ
た
っ
て
、
何
か
課
題
が

あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

市
も
話
し
合
い
に
参
加
し

て
い
る
。

【
問
】保
育
士
の
労
働
実
態

の
把
握
は
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

【
答
】保
育
士
の
労
働
環
境

に
つ
い
て
は
、
長
時
間
保

育
や
土
日
の
保
育
ニ
ー
ズ

の
増
加
等
に
伴
う
負
担
の

増
加
や
、
定
期
的
な
計
画

書
の
作
成
等
の
事
務
仕
事

の
増
加
、
低
年
齢
児
等
の

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
園

児
の
増
加
等
に
よ
り
、
公

立
・
私
立
を
問
わ
ず
保
育

士
へ
の
負
担
が
増
加
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】保
育
士
の
待
遇
改
善

を
ど
う
考
え
る
か
。

【
答
】私
立
保
育
園
の
運
営

法
人
に
対
し
て
、
保
育
士

の
待
遇
の
改
善
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
給
付
費
へ
の
待

遇
改
善
に
必
要
な
経
費
の

加
算
や
、
延
長
保
育
、
低

年
齢
児
、
障
が
い
児
等
の

保
育
の
た
め
に
必
要
な
加

配
保
育
士
の
人
件
費
に
対

す
る
助
成
等
を
行
っ
て
い

る
。

【
問
】住
み
な
れ
た
地
域
で

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
の
支
え
合

い
は「
互
助（
住
民
個
人
の

自
発
的
な
意
思
に
よ
る
他

人
を
思
う
気
持
ち
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
る
こ

と
）」を
重
視
し
た
、
住
民

負
担
と
合
意
形
成
に
重
点

を
置
く
方
向
性
に
す
べ
き

で
は
。

【
答
】広
い
意
味
で
の「
地
域

共
助
」で
は
共
に
支
え
合
う

と
い
う
考
え
に
と
ど
ま
ら

ず
、「
互
助
」と
い
う
考
え

に
も
配
慮
し
、
さ
ら
に
地

域
ご
と
の
事
情
を
十
分
酌

ん
だ
地
域
福
祉
計
画
に
な

る
よ
う
市
民
意
見
を
集
約

す
る
中
で
検
討
す
る
。

【
問
】市
が
所
有
管
理
す
る

公
共
物
を
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
と
若
者
へ
の
雇
用
創
出

の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
利
用
・
活
用
へ
の

柔
軟
な
対
応
や
支
援
へ
の

考
え
と
と
も
に
、
一
例
と

し
て
水
辺
空
間
利
用
や
夜

間
観
光
・
夜
市
・
夜
景
づ

く
り
へ
の
考
え
は
。

【
答
】公
共
空
間
を
利
用
し

て
の
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
や
夜
間
観
光
等
、
夜

の
に
ぎ
わ
い
創
出
へ
積
極

的
な
関
心
を
も
つ
中
で
、

若
者
等
の
新
た
な
雇
用
の

場
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
へ

も
期
待
し
て
お
り
、
取
り

組
み
を
促
進
し
て
い
き
た

い
。

地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て

今井 武男 議員

【
問
】総
合
病
院
と
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
の
病
診
連
携
は
。

【
答
】総
合
病
院
で
は
、
高

度
医
療
機
器
の
共
同
利
用
、

開
放
病
床
、
市
民
の
相
談

窓
口
と
し
て
地
域
連
携
室

を
設
け
て
い
る
。

ま
た
地
域
連
携
登
録
医

制
度
を
設
け
、
市
内
54
の

医
療
機
関
が
登
録
さ
れ
て

い
る
。

【
問
】飛
驒
医
療
圏
に
お
け

る
医
療
体
制
の
確
保
は
。

【
答
】県
の
作
成
し
た
計
画

を
踏
ま
え
つ
つ
３
市
１
村

で
飛
驒
医
療
圏
に
と
っ
て

望
ま
し
い
医
療
体
制
の
確

保
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
く
。

【
問
】市
民
病
院
を
持
た
な

い
高
山
市
に
と
っ
て
総
合

病
院
に
対
す
る
今
後
の
支

援
は
。

【
答
】総
合
病
院
に
対
し
て

医
師
不
足
、
非
常
勤
医
に

か
か
る
経
費
、
院
内
保
育
、

三
次
周
産
期
医
療
支
援
、

高
度
医
療
機
器
の
導
入
な

ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

医
療
体
制
の
確
保
と
充
実

を
図
る
た
め
効
果
的
な
支

援
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

【
問
】空
家
の
活
用
に
つ
い

て「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
」型
の
賃
貸
借

制
度
は
。

【
答
】「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
昨
年
５
月
に
施
行
し
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｙ
賃
貸
借
制
度
も
大

い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

【
問
】犬
の
登
録
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
新
た
に
ド
ッ

グ
ラ
ン
の
整
備
は
で
き
な

い
か
。

【
答
】
４
，９
１
６
頭
で
あ

る
。
現
在
は
ペ
ッ
ト
ブ
ー

ム
社
会
だ
が
新
た
に
整
備

す
る
考
え
は
な
い
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ
い
て

公
共
空
間
の
活
用
と
に

ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

と
若
者
の
雇
用
創
出
に

つ
い
て

災
害
時
の
避
難
所
の

運
営
に
つ
い
て

保
育
士
の

労
働
環
境
に
つ
い
て

谷村 昭次 議員

西田 稔 議員

互
助
に
よ
る

地
域
福
祉
で
の

支
え
合
い
に
つ
い
て
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紙
撤
回
す
る
こ
と
、
ま
た

有
識
者
や
市
民
等
で
構
成

さ
れ
る「
新
た
な
組
織
」を

設
置
す
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
、
質
疑
や
議
員
間
の
自

由
討
議
の
結
果
、
白
紙
撤

回
す
る
こ
と
や
新
た
な
組

織
の
設
置
に
つ
い
て
は
承

認
し
、
新
た
な
組
織
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
速
や
か

に
議
会
に
協
議
す
る
こ
と

を
求
め
た
。

新
た
な
組
織
の

原
案
示
さ
れ
る

５
月
20
日（
協
議
事
項
）

【
概
要
】

◦
有
識
者（
都
市
計
画
や
葬

儀
運
営
な
ど
の
分
野
）６

名
と
各
種
32
団
体
の
代

表
を
合
わ
せ
た
38
名
で

構
成
す
る
第
三
者
委
員

会
の
設
置

◦
役
割
は
、
①
基
本
構
想
、

②
選
考
対
象
と
な
る
候

補
地
と
新
た
な
選
考
方

法
、
③
候
補
地
を
検
討

し
、
市
長
へ
提
案

【
論
点
】

◦
新
た
な
組
織
の
役
割
の

妥
当
性

◦
有
識
者
の
選
定
や
市
民

公
募
の
委
員
選
出
を
と

ら
な
い
理
由
な
ど
委
員

の
選
出
方
法
の
考
え

◦
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
今
後
の
進
め
方

【
委
員
会
で
の
意
見
】

◦
こ
れ
ま
で
の
選
考
方
法

の
検
証
を
役
割
に
入
れ

る
べ
き
で
は

◦
有
識
者
の
中
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
有
識

者
を
加
え
る
べ
き
で
は

◦
市
内
葬
儀
関
連
事
業
者

は
有
識
者
か
ら
除
き
、

必
要
に
応
じ
て
意
見
を

聴
取
す
べ
き
で
は

◦「
市
民
公
募
」の
枠
を
加

え
る
べ
き
で
は

◦「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

か
ら
は
、
一
人
で
は
な

く
複
数
と
す
べ
き
で
は

◦
多
人
数
で
の
運
営
に
な

る
た
め
、
円
滑
な
運
営

が
必
要
で
は

市
に
意
見
書
を
提
出

５
月
24
日

そ
の
後
も
委
員
会
で
協

議
を
し
、
こ
れ
ま
で
の
意

見
を
、

◦
推
進
手
順
に
つ
い
て

◦
市
議
会
、
市
民
と
の
関

係
に
つ
い
て

◦
委
員
の
選
出
方
法
に
つ

い
て

◦
委
員
会
の
運
営
に
つ
い

て
の
４
項
目
に
ま
と
め
、
意

見
書
と
し
て
24
日
、
市
に

提
出
し
た
。

再
度
、
市
と
協
議

６
月
３
日（
協
議
事
項
）

24
日
に
提
出
し
た
意
見

書
に
つ
い
て
、
市
で
も
検

討
を
重
ね
、
改
め
て
市
の

考
え
方
が
示
さ
れ
、
了
承

し
た
。

議
案
と
し
て
上
程

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、
６
月
定
例
会
に
お

い
て
、
議
第
58
号
高
山
市

新
火
葬
場
建
設
検
討
委
員

会
設
置
条
例
が
上
程
さ
れ
、

審
査
の
結
果
全
員
一
致
で

可
決
し
た
。

併
せ
て
検
討
委
員
会
の

こ
れ
ま
で
の
市
と
の
議

論
の
経
過
や
、
６
月
定
例

会
に
お
け
る
議
案
審
査
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

新
火
葬
場
の
候
補
地白

紙
に

４
月
20
日（
協
議
事
項
）

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

新
火
葬
場
建
設
に
向
け
た

取
り
組
み
の
検
証
を
し
た

結
果
、
最
終
候
補
地
の
面

積
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ

と
、進
入
路
に
課
題
が
あ
っ

た
こ
と
に
加
え
、
選
考
方

法
に
つ
い
て
問
題
が
あ
っ

た
と
し
、
最
終
候
補
地
で

あ
る
ス
カ
イ
パ
ー
ク
を
白

運
営
経
費
、
約
１
，２
７
４

万
円
を
追
加
す
る
議
第
59

号
高
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）も
上
程
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
全
員

一
致
で
可
決
し
た
。

今
後
に
つ
い
て

市
長
は
、
今
後
、
検
討

委
員
会
が
出
す
提
案
を「
尊

重
す
る
」と
し
て
い
る
。
議

会
と
し
て
は
、
必
要
に
応

じ
協
議
を
行
い
、
早
期
に

新
火
葬
場
が
建
設
で
き
る

よ
う
推
移
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

新火葬場建設検討委員会の概要

委員会の構成

・有識者５名、各種団体３５名（まちづくり協
議会４名）、市民公募３名の合計４３名

・市民公募は「広報たかやま」（７月１日号）
において募集

委員会の役割

・これまでの選考方法の検証
・基本的な構想に関する事項、候補地の選考に

関する事項を検討し、市長に提案

委員会の運営

・委員会は月１～２回開催
・第１回目を８月上旬に開催

委員会の運営経費（約１，２７４万円）

・委員の報酬や会議出席にかかる費用弁償

その他

・市民保健部が庶務として関わる
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場

建
設
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委員会



【
論
点
①
】
取
り
組
み
の
周

知
や
意
識
醸
成
の
図
り
方

◦
学
校
教
育
の
場
や
、様
々

な
団
体
を
通
じ
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
周
知
で
き

る
方
法
を
検
討
す
る
。

◦
市
民
一
人
一
人
が
自
発

的
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
々

に
対
し
、
恒
久
平
和
の

実
現
を
発
信
で
き
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

【
論
点
②
】
具
体
的
な
行
動

を
促
す
こ
と
自
体
が
多
様

な
価
値
観
や
感
性
を
阻
害

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
。

◦
宣
言
文
の
位
置
づ
け
や

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

検
討
会
議
と
共
に
十
分

検
討
し
た
い
。

飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
策
定
に
つ
い
て

５
月
20
日
（
報
告
事
項
）

市
は
、
平
成
28
年
３
月
、

飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

を
策
定
し
た
。
こ
の
件
は
、

１
月
の
当
委
員
会
で
協
議

さ
れ
、
委
員
会
と
し
て
の

意
見
を
示
し
て
お
り
、
そ

の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
た
。

▪
委
員
会
意
見
と
対
応

①
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

に
「
本
物
」
と
い
う
表
現

の
記
載
が
必
要
か
検
討
す

る
こ
と
。

◦
飛
驒
高
山
の
暮
ら
し
や

風
土
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
産
物
を
大
切
に
磨
き

上
げ
て
い
く
こ
と
と「
本

物
と
は
何
な
の
か
」を
追

求
す
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
る
こ
と
に

も
な
る
と
考
え
、
素
案

の
と
お
り「
本
物
」を
採

用
し
た
。

②
「
平
和
」
に
関
す
る
取

り
組
み
の
記
載
が
必
要
か

検
討
す
る
こ
と
。

◦
国
内
外
を
問
わ
ず
社
会

が
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
、

人
や
モ
ノ
の
往
来
や
交

流
と
い
っ
た
活
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
そ
う
し

た
活
動
を
通
し
て
飛
驒

高
山
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
・

価
値
を
広
く
発
信
で
き

る
こ
と
か
ら
、
平
和
実

現
の
た
め
の
施
策
は
大

切
と
考
え
、
素
案
の
と

お
り
採
用
し
た
。

【
論
点
①
】「
本
物
」
と
い

う
言
葉
は
、
も
の
づ
く
り

ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
上
、

同
時
に
「
偽
物
」
と
い
う

言
葉
を
つ
く
る
こ
と
に
な

る
。
広
範
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
活
動
・
自
由
な
経
済

活
動
の
阻
害
も
懸
念
さ
れ

る
が
。

◦
分
か
り
や
す
い
表
現
が

必
要
と
考
え
、
採
用
し

た
。「
本
物
」
を
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
漏
れ
て
し
ま
う
も
の
、

そ
う
い
っ
た
も
の
づ
く

り
を
す
る
に
当
た
っ
て

意
欲
を
失
う
こ
と
の
な

い
よ
う
丁
寧
に
対
応
し

て
い
く
。

【
論
点
②
】「
平
和
」
が
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
の
ツ
ー
ル
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
は
。

◦
こ
う
い
っ
た
個
別
の
計

画
全
て
に
、平
和
へ
の
取

り
組
み
を
入
れ
る
こ
と

が
妥
当
と
は
言
え
な
い

が
、当
計
画
に
お
い
て

は
、誤
解
の
な
い
よ
う
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
。

▪
自
由
討
議

特
に
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ

プ
ト
の
在
り
方
の
議
論
が

な
さ
れ
、
研
究
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
、
進
捗
に
注

視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

高
山
市
海
外
戦
略
の
見
直

し
に
つ
い
て

５
月
20
日
（
報
告
事
項
）

市
で
は
、
平
成
28
年
３

月
、戦
略
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
同
様

に
、
１
月
の
当
委
員
会
で

協
議
さ
れ
て
お
り
、
委
員

会
と
し
て
示
し
た
意
見
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

対
す
る
検
討
結
果
に
つ
い

て
、
報
告
を
受
け
た
。

▪
委
員
会
意
見
と
対
応

「
平
和
」
に
関
す
る
取
り

組
み
の
記
載
は
必
要
か
再

検
討
す
る
こ
と
。

◦
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
と
同
様
に
、
前
提
と

し
て
の
平
和
の
大
切
さ

に
よ
り
、
素
案
の
と
お

り
採
用
し
た
。

▪
パ
ブ
コ
メ
意
見
と
対
応

医
療
イ
ン
フ
ラ
に
対
す

る
視
点
が
欠
け
て
い
る
。

医
療
機
関
や
従
事
者
の
多

言
語
対
応
の
強
化
を
進
め

て
欲
し
い
。

◦「
外
国
人
観
光
客
の
受
入

体
制
の
強
化
」に
関
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、「
医

療
機
関
・
従
事
者
の
多

言
語
対
応
の
強
化
」を
行

う
こ
と
と
し
、
追
加
記

載
す
る
。

【
論
点
①
】イ
ス
ラ
ム
圏
等
、

文
化
・
宗
教
的
背
景
を
持

つ
観
光
客
へ
の
配
慮
は
。

◦
民
間
の
方
々
と
共
に
、

徐
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
し
て
い
る
。

【
論
点
②
】
外
国
人
観
光
客

に
対
す
る
医
療
・
防
災
体

制
の
充
実
と
対
応
状
況
は
。

◦
一
部
の
病
院
施
設
で
は

外
国
語
対
応
の
取
り
組

み
も
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、交
通
事
業
所
・
警
察
・

病
院
・
宿
泊
施
設
等
と

検
討
を
急
ぎ
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
等
に
着
手
し

て
い
く
。

※
平
和
都
市
宣
言
文
案
・

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
・
海
外

戦
略
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
た
か
や
ま（
４

／
15
号
・
５
／
１
号
）を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

高
山
市
平
和
都
市
宣
言
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
４
月
20
日
（
報
告
事
項
）

市
で
は
、
平
和
都
市
宣

言
検
討
会
議
を
中
心
に「
高

山
市
平
和
都
市
宣
言
」
向

け
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
主
な
内
容
に

つ
い
て
、
報
告
を
受
け
た
。

【
概
要
】

検
討
会
議
は
市
民
22
人

で
構
成
さ
れ
、
平
成
27
年

９
月
よ
り
検
討
を
重
ね
、

こ
の
た
び
宣
言
文
案
を
作

成
さ
れ
た
。

文
案
は
、
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
、
市
民
意
見

を
募
集
し
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
再
検
討
さ
れ
、
市
に

提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

多くの外国人観光客

飛 驒 春 慶
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ン
グ
を
逃
さ
ず
早
期
に
事

業
を
進
め
る
こ
と
の
方
が

得
策
で
あ
る
と
判
断
し
、

交
換
を
了
承
し
た
。

ま
た
、
有
利
な
交
換
と

な
る
よ
う
交
渉
す
る
と
と

も
に
、
用
地
の
活
用
に
つ

い
て
早
急
に
検
討
す
る
よ

う
求
め
た
。

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向

け
た
地
元
説
明
会
の
開
催

状
況
に
つ
い
て

５
月
23
日（
報
告
事
項
）

【
概
要
】

２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
地
元
４
町
内
会
で
説
明

会
を
開
催
。
こ
れ
ま
で
の

説
明
事
項
に
加
え
、
次
の

２
点
を
説
明

◦
次
期
建
設
候
補
地
は
現

施
設
周
辺
地
域
以
外
の

場
所
か
ら
選
定
す
る
。

◦
現
埋
立
処
分
地
の
跡
地

利
用
や
余
熱
利
用
も
含

め
地
元
住
民
と
検
討
を

行
う
。

【
論
点
】

◦
市
の
責
任
や
現
施
設
の

今
後
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
求
め
た

当
委
員
会
の
意
見
書（
１

月
29
日
に
提
出
）へ
の
対

応
◦
地
元
説
明
会
の
状
況

◦
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
方
針

【
委
員
会
で
の
意
見
】

◦
地
域
住
民
か
ら
の
意
見

や
要
望
に
対
し
て
丁
寧

な
説
明
が
必
要
で
は
。

◦
市
全
体
の
問
題
と
し
て

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
十
分
な
配
慮
が

必
要
で
は
。

今
年
度
の
調
査
研
究

◆
空
き
家
対
策

様
々
な
要
因
で
増
え
続

け
る
空
き
家
問
題
に
つ
い

て
、
国
も
特
別
措
置
法
を

制
定
し
て
対
応
を
急
ぐ
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
高
山

市
に
お
け
る
課
題
を
精
査

し
、
住
民
と
の
連
携
の
中

で
、
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
と
と
も
に
、
空
き
家

の
活
用
の
促
進
を
図
る
具

体
的
方
策
に
つ
い
て
調
査

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

行
政
と
し
て
空
き
家
の

適
正
管
理
条
例
を
制
定
す

る
な
ど
の
ほ
か
、
空
き
家

相
談
員
を
配
置
し
た
り

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

す
る
な
ど
民
間
と
連
携
し

た
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は

移
住
・
交
流
に
ま
で
つ
な

ぐ
取
り
組
み
等
、
空
き
家

を
う
ま
く
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
等
先

進
的
な
事
例
を
研
究
す
る
。

ま
た
、
住
民
の
安
心
安

全
を
確
保
す
る
と
い
う
視

点
か
ら
、
危
険
な
老
朽
空

き
家
を
行
政
に
よ
っ
て
除

却
し
て
い
る
事
例
も
増
え

て
お
り
、
そ
の
可
能
性
に

つ
い
て
も
調
査
を
行
う
。

現
在
、
市
が
進
め
て
い

る
空
き
家
の
実
態
調
査
を

ふ
ま
え
、
歴
史
と
伝
統
に

裏
付
け
ら
れ
た
歴
史
的
景

観
保
全
も
意
識
し
た
空
き

家
対
策
の「
高
山
モ
デ
ル
」

に
つ
い
て
探
り
た
い
。

◆
下
水
道
事
業
の
公
営
企

業
会
計
移
行

市
は
、
国
か
ら
の
要
請

も
あ
り
特
別
会
計
で
運
営

し
て
い
る
下
水
道
事
業
を

公
営
企
業
会
計
に
移
行
す

る
と
し
て
い
る
。

地
方
財
政
法
上
で
は
独

立
採
算
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
経
営
健
全
化
や
収
支

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
も
企
業
会
計
に
移

行
す
る
の
が
望
ま
し
い
こ

と
は
理
解
し
つ
つ
も
、
日

本
一
広
大
な
市
域
の
中
で

公
共
下
水
道
に
加
え
、
点

在
す
る
農
業
集
落
排
水
事

業
を
す
べ
て
法
適
用
し
て

運
営
し
て
い
け
る
の
か
、

使
用
料
金
と
い
う
形
で
市

民
に
負
担
を
押
し
付
け
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か
危
惧

し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
移
行
ま
で

の
行
程
や
調
整
、
経
営
基

盤
強
化
な
ど
移
行
後
の
効

果
な
ど
多
角
的
な
視
点
か

ら
、
広
範
な
市
域
に
お
け

る
健
全
な
下
水
道
事
業
運

営
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

先
進
地
調
査
を
ふ
ま
え
調

査
研
究
し
た
い
。

高
山
駅
舎
・
自
由
通
路
の

工
事
現
場
を
視
察６

月
20
日

高
山
駅
舎
・
自
由
通
路

の
建
設
工
事
が
、
今
秋
の

完
成
に
向
け
て
着
々
と
進

ん
で
い
る
。

担
当
す
る
基
盤
環
境
委

員
会
と
し
て
は
、
昨
年
11

月
に
続
き
２
回
目
の
現
地

視
察
を
行
っ
た
。

自
由
通
路
に
つ
い
て
は
、

市
産
の
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
天
井
・
側

壁
な
ど
内
装
工
事
の
様
子
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
等
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
、
広
い
窓
か
ら

一
望
で
き
る
山
並
み
景
観

な
ど
、
高
山
の
玄
関
口
と

し
て
供
用
開
始
に
期
待
が

膨
ら
む
。

無
事
故
の
竣
工
を
お
祈

り
す
る
。

高
山
地
方
合
同
庁
舎
建
設

用
地
に
つ
い
て

５
月
23
日（
協
議
事
項
）

【
概
要
】

国
が
高
山
駅
近
く
で
計

画
し
て
い
る
合
同
庁
舎
の

敷
地
に
つ
い
て
、
国
か
ら

市
内
に
あ
る
国
有
地
と
の

交
換
を
提
示
さ
れ
、
市
と

し
て
も
交
換
の
方
向
で
協

議
を
進
め
て
い
く
。

【
論
点
】

◦
用
地
交
換
の
妥
当
性

◦
交
換
の
条
件

◦
交
換
用
地
の
活
用
方
針

【
協
議
の
結
果
】

当
初
の
予
定
で
は
用
地

を
国
に
売
却
す
る
こ
と
で

事
業
の
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
い
た
が
、
国

の
意
向
も
あ
り
、
タ
イ
ミ

リサイクルセンター（三福寺）

視察の様子
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請願の必要事項

１．件名

２．請願の趣旨

３．請願者の住所・署名

又は記名押印

４．紹介議員の署名

又は記名押印

５．宛先（高山市議会議長）

６．提出年月日

対
し
て
要
望
や
意
見
を
書

面
で
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、

提
出
に
は
紹
介
議
員
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

受
理
し
た
請
願
書
は
、

本
会
議
で
議
題
と
し
て
扱

い
所
管
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
を
行
い
、
本
会

議
で
採
択
、
不
採
択
を
決

め
ま
す
。

採
択
さ
れ
た
請
願
書
は

国
な
ど
関
係
機
関
に
送
付

さ
れ
、
願
意
実
現
を
呼
び

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

陳
情
は
、
請
願
と
異
な

り
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り

議
会
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
方

法
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
つ
請
願

と
陳
情
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

市
政
等
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
の
要
望
や
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

請
願
や
陳
情
書
の
提
出
で

す
。
ど
ち
ら
も
書
面
で
議

会
へ
の
提
出
と
な
り
ま
す
。

請
願
と
は
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
権
利
の
一
つ
で

国
や
地
方
公
共
団
体
等
に

◦
夜
間
ど
う
し
て
も
働
く

必
要
の
あ
る
方
へ
は
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

【
調
査
結
果
】

市
は
今
後
、
夜
間
保
育

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
い
、
民
間
団
体
で
行
っ

た
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
と
突

き
合
わ
せ
て
必
要
性
を
検

討
す
る
。

【
今
後
に
つ
い
て
】

調
査
結
果
を
委
員
会
で

も
把
握
し
、
夜
間
保
育
も

含
め
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
す
す
め
た
い
。

※
夜
間
保
育
と
は
、
現
在

行
っ
て
い
る
延
長
保
育
の

時
間
帯
以
降
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
い
い
ま
す
。

現
在
、
延
長
保
育
に
よ

り
、
認
可
保
育
施
設
で
は
、

午
後
８
時
ま
で（
１
園
）、

認
可
外
保
育
施
設
で
は
、

午
後
９
時
ま
で（
医
療
機
関

の
施
設
）受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
論
点
②
】仕
事
と
子
育
て

の
両
立
は
大
切
だ
が
、
子

育
て
の
視
点
か
ら
ど
う
考

え
る
の
か

◦
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

夜
間
保
育
と
な
る
と
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど

に
よ
る
子
ど
も
へ
の
負

担
が
大
き
く
な
る
こ
と

を
一
番
心
配
し
て
い
る
。

◦
夜
間
保
育
の
実
施
に
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考

え
る
。

議
会
が
受
理
し
た
陳
情

第
３
号
に
つ
い
て
、
担
当

委
員
会
で
あ
る
総
務
厚
生

委
員
会
が
現
状
等
を
調
査

し
ま
し
た
。

【
論
点
①
】福
祉
部
と
商
工

部
局
と
の
連
携
に
つ
い
て

◦
商
工
部
局
と
は
連
携
を

と
っ
て
い
る
。
民
間
団

体
で
も
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
そ
の
結
果

を
突
き
合
わ
せ
て
分
析

し
た
い
。

ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
会
議

に
お
け
る
議
題
と
し
て
は

扱
い
ま
せ
ん
が
、
本
会
議

で
受
理
報
告
を
す
る
ほ
か
、

所
管
委
員
会
に
振
り
分
け

ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て
担

当
委
員
会
が
詳
細
な
調
査

を
行
い
ま
す
。

内
容
に
よ
っ
て
は
、
委

員
会
と
し
て
す
ぐ
に
結
論

を
出
せ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
委
員
会
の
所
管

事
務
調
査
の
中
で
、
し
っ

か
り
と
調
査
研
究
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
声
を
請

願
や
陳
情
で
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

提
出
に
は
、
必
要
記
載

事
項
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
願
や
陳
情
で

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

委員会 陳情 請願
総務厚生委員会 10 0
文教産業委員会 10 1
基盤環境委員会   3 0

合計 23 1

平成２７年  陳情・請願受理件数

平成27年1月～ 12月受理分

夜
間
保
育
の
現
状
と
必
要
性
を
調
査

総
務
厚
生
委
員
会

５
月
20
日（
調
査
事
項
）

〈趣 旨〉

若者の定着・労働力の確保を図るため、公立
保育園を有効活用し、夜間保育など充実した子
育て支援に積極的に取り組むよう要望する。
〈陳情者〉

・高山商工会議所
・飛驒高山観光コンベンション協会
・飛驒高山旅館ホテル協同組合

平成２８年３月２４日受付

高山市議会ぎかいだより�第24号15

請願・陳情について

陳情第３号
「夜間保育所の開設に関する要望書」



す
べ
き
役
割
や
責
務
を
明

確
に
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
議
員
定
数
や
選
挙
区
の

見
直
し
、
市
民
意
見
交
換

会
や
政
策
討
論
会
の
開
催
、

議
会
広
報
紙
の
発
行
、
委

員
会
に
よ
る
政
策
提
言
の

実
施
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
す
す
め
、
そ
の
結
果

を
評
価
し
た
う
え
で
、
こ

れ
ら
の
一
連
の
取
り
組
み

を
普
遍
化
す
る
た
め
、
平

成
23
年
5
月
に
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

特
に
、
市
の
政
策
水
準

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

市
の
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

を
検
証
す
る
な
ど
、
中
で

も
、
主
に
決
定
や
評
価
と

い
う
部
分
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

議
会
基
本
条
例
制
定
後

の
５
年
間
に「
政
治
倫
理
規

程
」や「
評
価
制
度
の
確
立
」

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

高
山
市
議
会
は
、
平
成

21
年
12
月
に
議
会
改
革
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
議
論
を
重
ね
、

広
大
な
市
域
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
責
任
あ
る
意

思
決
定
機
関
と
し
て
、
市

民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

議
員
相
互
の
議
論
を
深
め

て
合
意
形
成
を
図
り
、
わ

か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議

会
を「
議
会
の
あ
る
べ
き

姿
」と
し
て
定
め
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
議
会
の
果
た

に
つ
い
て
議
論
を
行
う
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
議

会
改
革
の
取
り
組
み
を
進

め
る
中
で
見
え
て
き
た
課

題
に
つ
い
て
、
見
直
し
や

改
善
も
併
せ
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

現
在
、
議
会
基
本
条
例

で
う
た
わ
れ
て
い
る「
高
山

市
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
」を

実
現
す
る
た
め
、
議
会
基

本
条
例
推
進
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
抽
出
し
た
課
題

を
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
整
理
し
、
６
つ
の
論
点

に
ま
と
め
て
検
証
を
行
っ

て
い
ま
す
。

議
論
を
行
っ
て
い
る
組

織
の
体
系
図
や
抽
出
し
た

論
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

す
ぐ
に
改
善
で
き
る
も

の
や
議
論
を
さ
ら
に
深
め

る
必
要
の
あ
る
も
の
な
ど

課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

し
っ
か
り
と
議
論
を
積
み

重
ね「
議
会
の
あ
る
べ
き

姿
」を
求
め
て
い
き
ま
す
。

地域別市民意見交換会

特集

・論点②
（議員の政治倫理）

メンバー（５）
・議会運営委員会

委員長（１）
・議会運営委員（２）
・指名委員（２）

・論点③
（議会活動の評価）

メンバー（５）
・議会運営委員会

副委員長（１）
・議会運営委員（２）
・指名委員（２）

・論点④
（議会と市民の関係）

メンバー（８）
広報広聴委員会

委員（８）

・論点⑤
（議会活動）

メンバー（８）
総務厚生委員会

委員（８）

・論点⑤
（議会活動）

メンバー（８）
文教産業委員会

委員（８）

・論点⑤
（議会活動）

メンバー（８）
基盤環境委員会

委員（８）

同一事項について調査研究

高山市議会ぎかいだより�第24号 16

特集 議会基本条例制定から５年

議
会
基
本
条
例
制
定
か
ら
５
年

「
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
求
め
て

組織体制（イメージ） 議会基本条例推進協議会
（全体会）

・論点①（議員の身分・待遇）
・論点②（議員の政治倫理）・③（議会活動の評価）
・論点④（議会と市民の関係）・⑤（議会活動）・⑥（議会の体制整備等）
・メンバー 議員全員（２４）

第１分科会 第２分科会 第３分科会

・論点②（議員の政治倫理）
・論点③（議会活動の評価）

メンバー	 正副議長（２）
（８）	 議会運営委員会委員（６）

・論点④（議会と市民の関係）
・論点⑤（議会活動）
メンバー	 正副議長（２）

（１２）	 議会運営委員会正副委員（２）
	 各常任委員会正副委員長（６）
	 広報広聴委員会正副委員長（２）

・論点⑥（議会の体制整備等）

メンバー	 正副議長（２）
（１０）	 議会事務局（８）

ワーキング
グループ

ワーキング
グループ 広報広聴委員会 総務厚生委員会 文教産業委員会 基盤環境委員会



論点① 議員の身分・待遇

解決の方向性 １．議員定数、議員報酬、政務活動費のあり方、諸手当のあり方
・任期ごとに一定の結論を出す

論点② 議員の政治倫理

解決の方向性

１．政治倫理規程の制定
・「高山市議会議員政治倫理確立のための申し合わせ事項」を格上げするという方向で

検討
・検討の過程では議会基本条例で定める「議員の政治倫理」の意味あいを議員全員で確

認・認識する場を設け、成文化にあたっては、議会基本条例の趣旨や内容、議員活動
の充実や議員意識の向上等といった点に十分配慮する

・議会基本条例推進協議会、議会活動の評価等の取り組みを通じて、高山市議会の議員
活動の「あるべき姿」を追いもとめるなかで、政治倫理規程の更なるステップアップ
を目指す

論点③ 議会活動の評価

解決の方向性

１．議会活動の評価（評価制度の確立）
・簡易な方法（議会基本条例の各条項をベースとした評価項目、◦×等の単純な評価基

準等）による内部評価（議員自らが行う評価、議会全体の評価）というレベルから取
り組み、徐々にステップアップする

・評価の充実や評価レベルのステップアップに向け、議会の概要や議会改革の取り組み
等を取りまとめた議会白書を作成する

・評価結果に関して、議員全員で議論できる機会や場を議会基本条例推進協議会の取り
組みのなかに位置づける

論点④ 議会と市民の関係

課 題

１．情報の発信
・「ぎかいだより」のあり方
２．市民意見交換会
・地域別市民意見交換会の開催方法、地域別市民意見交換会の議会活動への活用等（市

民への回答も含めて）
３．請願・陳情の審議
・陳情、請願への対応

論点⑤ 議会活動

課 題

１．一般質問に対する議員と理事者の認識
・一般質問のあり方、一般質問の通告時期の妥当性（答弁内容の充実という視点から）、

答弁のあり方、反問権の行使、答弁に対する対応、一般質問の時間配分のルール化
２．本会議等における説明と質疑
・議案の事前説明、本会議と委員会における議案説明、本会議における質疑（付託議

案）、議案の付託方法
３．自由討議のあり方
・議案審査における自由討議
４．議会と理事者との情報共有
・委員会における情報提供の要求等、委員会への協議事項に対する対応、委員会内容

（協議・報告事項）の共有

論点⑥ 議会の体制整備等

課 題

１．議会組織
・各派代表者会議、常任委員会、広報広聴委員会
２．政務活動費
・使途の透明性の確保、政務活動費の額、事務手続き
３．議会事務局
・議会事務局の強化
４．議会図書室
・議会図書室の有効活用
５．予算
・必要な予算の確保

論点と解決の方向性（論点④～⑥は課題）

高山市議会ぎかいだより�第24号17

特集 議会基本条例制定から５年



ファシリティ・マネジメントとは？

地方公共団体が所有する施設とその環境を経
営にとって最適な状態（コスト最小、効果最大）
で保有し、運営し、維持するための総合的な経
営管理活動。ライフサイクルコストを通しての
全体最適を図る。

◆基盤環境委員会が研修会を主催
今年度、基盤環境委員会が政策課題として取り上げ、
調査研究してきた「公共施設のファシリティマネジ
メント」について、全議員で情報共有を図り認識を
深める目的で、議員研修会を開催しました。

講師には、公益社団法人日本ファシリティマネジ
メント協会の成田一郎常務理事と、千葉県佐倉市資
産管理経営室の増澤文夫室長をお招きして、それぞ
れに講演いただいた上で質疑・意見交換を行いまし
た。

◆求められる全体最適
高山市公共施設白書によって、市の所有する施設

やインフラが今後老朽化し、その維持管理費に膨大
な財源が必要となる見通しが示された中、人口減少
や財政難・市民ニーズの変化も的確にとらえ持続可
能な公共サービスの提供に向けて、経営的な視点か
ら全体最適を図るマネジメントが求められてきま
す。

その基本理念と実践的な取り組みについて学んだ
研修会は大変有意義であったととらえています。

この研修会には、市の担当部局をはじめ関心の高
い職員にも聴講していただいたところです。

千葉県佐倉市の実践

市民が自ら考えるきっかけとして、公共施設
白書を毎年更新して公表。

その中で、収入・支出（光熱水費・維持管理費・
運営費・人件費）、収支比率、利用者一人１回
に係る経費を経年変化で示し「見せる化」を図っ
ている。

これは市長によるトップダウンで、目の前に
ある出来ることから取り組む実践的モデル。

経営のためのFM
（施設のありかた追求）

経営的（戦略的）
FM

管理的（戦術的）
FM

日常業務的（現場的）
FM

管理のためのFM
（各施設の効率化、低コスト化、

適正品質化の追求）

日常業務のためのFM
（施設の運営維持の合理化、

計画化、科学化）

Ｈ 28.2 基盤環境委員会視察

高山市議会ぎかいだより�第24号 18

議員研修

公共施設のファシリティマネジメント
～議員研修会を開催～

◆高山市も公共特別会員として登録
なお、高山市も日本ファシリティマネジメント協会の公共特別会員として登録することとなりました。
これにより、各種セミナーへの参加、調査研究の情報提供などを受けることができるようになりました。



入
れ
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
で
は
、
延

べ
47
議
会
、
３
９
９
人
の

視
察
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

議
会
に
関
す
る
視
察
に

つ
い
て
は
、
議
会
で
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
市
の
取

り
組
み
に
関
す
る
視
察
は
、

各
担
当
部
署
で
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、視
察
内
容
に
よ
っ

て
は
、
現
地
で
対
応
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

高
山
市
議
会
の
議
会
改

革
の
取
り
組
み
や
高
山
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

多
く
の
議
会（
議
員
）の
方

が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
、
視
察
の

受
け
入
れ
が
で
き
る
期
間

は
、
年
４
回
の
定
例
会（
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
）

や
常
任
委
員
会
な
ど
議
会

日
程
と
重
な
っ
て
い
な
い

期
間
と
な
る
た
め
、
実
質

５
か
月
間
程
度
で
の
受
け議会での対応の様子

担当部局による現地説明の様子

政務活動費について
政務活動費とは、地方自治法第１００条第１４項及び第１５項の規定に基づき、議員の調査研究に資するた

めに必要な経費の一部として交付されるもので、高山市議会では議会における会派（無会派の場合は個人）
に対して所属議員数に一人２０万円を乗じた額を１年間の限度として交付されています。

多くの議会では、政務活動費は月ごとや四半期ごとにまとめて事前交付されますが、高山市議会では会
派及び議員はいったん立て替え払いをした後、領収書を添付して支払いを請求し、交付を受けます。

各会派等からの報告書類については、議会事務局で閲覧できます。

平成２７年度 政務活動費交付実績 （単位：円）

※ 1 Ｈ 27.5 月の改選により、会派等が結成されたため、交付限度額を調整。
※ 2 議長は申し合わせにより会派に所属しません。

項 目 創政クラブ 高山市政
クラブ

高山市議会
公明党

日本共産党
高山市議団 岩垣議員 松山議員 谷澤議員 中田議員

（議長）※２

調査研究費 1,140,357 649,844 0 8,550 101,250 129,033 0 101,250

研 修 費 350,276 0 0 91,308 82,083 0 122,544 56,582

資料作成費 131,206 351,983 0 0 0 0 0 0

資料購入費 14,040 0 0 0 0 4,536 0 8,834

合 計 1,635,879 1,001,827 0 99,858 183,333 133,569 122,544 166,666

交付限度額
※１ 1,649,997 1,283,333 366,666 366,666 183,333 183,333 183,333 166,666

議
会
で
も
、
視
察
の
際

は
、
市
内
の
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
等
を
で
き
る
だ
け

利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
、
多
く
の
方
に

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
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視察対応

多
く
の
議
会
が
高
山
に
注
目

主な視察内容（担当部署）

・議会改革の取り組み（議会）

・海外を含めた観光客の誘客（ブランド・海外戦略部／商工観光部）

・町並みや景観保全の取り組み（基盤整備部・教育委員会）

・自然エネルギーの利用促進（環境政策部）



古紙パルプ配合率 80％再生紙を使用

広報広聴委員会 抱負

委員会の役割、例えば議会だよりは、平成２２
年１２月１日を創刊として、議会改革の号令ととも
に始まりました。議員は市民から選ばれた多様な
人から構成されています。行政のお知らせと違っ
て「チェック機能」や「提案」という視点から、議会
としていかに機能してきたかをＰＲするツール（手
段）として存在しています。

しかし、平成２８年５月１日号の２３号まで、一
言でいうと「わかりにくい」と評されてきました。
今年８月、議会改革度でランキング１位となった
北海道芽室町へ視察に行く予定です。レイアウト
や見出しのあり方など、ヒントがきっといっぱい
あるはずです。１１月１日号にはその成果をぜひ生
かしたいと広報広聴委員会の委員一同張り切って
いるところです。

平成28年 高山市議会�９月定例会日程

※日程は変更する場合があります。

編

集

後

記

高山市議会では、「高山市議会フェイ
スブックページ」を開設しています。
議会活動の情報発信に努めていますの
で、皆様の「いいね」をお待ちいたします。

高山市議会フェイスブック
❖ ページアドレス ❖

h t t p s : // www . f a c e b o o k . c om /
takayamashigikai
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高
山
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民
の
負
託
に
こ

た
え
る
た
め
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
機
関
と
し
て
大
き
な

役
割
と
意
味
が
あ
り
ま
す
。
政

治
の
判
断
・
決
断
は
、
瞬
時
に

求
め
ら
れ
る
も
の
や
慎
重
に
判

断
す
る
も
の
な
ど
様
々
あ
り
ま

す
。
最
終
的
に
政
治
家
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
ま
す
が
、
そ

れ
は
同
時
に
責
任
を
負
う
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
政
治
家
の
考

え
や
姿
勢
は
思
想
形
成
に
留
ま

ら
ず
地
域
形
成
に
も
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
議
事
機
関
の
権
限

を
フ
ル
活
用
し
な
が
ら
、
市
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
多
く
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

開会日 曜日 会 議 内 容 場 所

8/31 水 午前9時30分 本会議 議場

9/1 木 午後1時30分 常任委員会 各委員会室

5 月 午前10時 般質問通告締切

7 水
午前9時30分 

本会議（ 般質問）
議場

8 木
午前9時30分 

本会議（ 般質問）
議場

9 金

午前9時30分 
本会議（ 般質問）

議場

本会議終了後 議会運営委員会 全員協議会室

13 火 午前9時30分 総務厚生委員会 全員協議会室

14 水 午前9時30分 文教産業委員会 全員協議会室

15 木 午前9時30分 基盤環境委員会 全員協議会室

16 金
午前9時30分 

予算決算特別委員会
全員協議会室

20 火
午前9時30分 

予算決算特別委員会
全員協議会室

21 水
午前9時30分 

予算決算特別委員会
全員協議会室

23 金 午前9時30分 本会議 議場

広報広聴委員会
西田委員 榎委員 伊東委員 沼津委員

上嶋委員 藤江委員長 岩垣副委員長 山腰委員

みやすいユニバ サルデザインフォント
を一部採用しています。

高
山
市
議
会

検
 索

高山市議会ぎかいだより�第24号 20
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